
「フィランソロピー大会OSAKA2019」

一般社団法人２０２５年日本国際博覧会協会



開催概要

夢洲会場イメージ図（夢洲）

◎

開催期間 ︓2025年5月3⽇〜11月3⽇
（185⽇間）

開催場所 ︓夢洲 （大阪市此花区）
約155haを想定

2025年⽇本国際博覧会の概要について

目標入場者数 ︓約2,800万人

アクセス︓地下鉄中央線の延伸計画、
主要駅からのシャトルバスの運⾏ 等
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2025年⽇本国際博覧会のテーマ・コンセプトついて

テーマ ： 『 いのち輝く未来社会のデザイン 』

（Designing Future Society for Our Lives）

サブテーマ : ・多様で心身ともに健康な生き方
・持続可能な社会・経済システム

コンセプト :      ・未来社会の実験場 “People’s Living Lab”

「人間のいのち」にフォーカスし、一人ひとりが真の豊かさを感じられる生き方、それを可能に
する経済・社会の未来像を、多くの、多様な参加者で共に共通ビジョンを創ることを目指す。

万博の位置づけの変化
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2025年⽇本国際博覧会 皆さまに意識して頂きたいこと

・『見る万博」から『創る万博』へ
・万博は既に始まっている

本万博は、会期前、会期中、会期後を通じて、すべての人々が、未来社会をデザイン
するグローバルな取組みに参加し、現実的な解決策を創造できるように多様な機会を
提供する。

万博は既に始まっている

『見る万博』から『創る万博』へ

会期前 会期中 会期後

People’s Living Labの一環
として社会的課題に取り
組む、ディスカッション
プラットフォームの活用

テーマヤサブテーマに関
する展示を通じて参加者
に共有され、また気づき
や意見、アイデアが発信
される

会期前や会期中に集まっ
た様々なアイデアやデー
タを世界と共有する
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• SDGｓ︓Sustainable Development Goalsの略
• 国連が2015年９⽉に、2030年を期限とする持続可能な開発のための目標として採

択
• 健康や環境保護、貧困撲滅など17の目標を設定

「誰一人取り残さない」
が標語

先進国を含めたすべての国
の目標

社会・経済・環境などの分野
を総合的に取り組む

全てのステークホルダー(政
府、企業、NGO等)が役割を

担う

定期的にフォローアップ
出典︓国際連合広報センターウェブサイト

2025年⽇本国際博覧会 国連がめざすSDGs達成へ貢献
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５

『いのち輝く未来社会のデザイン』ページアイデア

知識

伝承された
知恵

先端技術

『いのち輝く未来社会のデザイン』ページの始動

https://www.expo2025.or.jp/platform/phase0/

解決したい持続可能な開発目標を選んで、
あなたも「いのち輝く未来社会づくり」に参加しませんか？

2019年5月に開始された
『いのち輝く未来社会のデザイン』ペー
ジは、テーマをさらに発展させるための
アイデアや洞察を集めるフォーラム



2025年⽇本国際博覧会 NPO／NGOの方との連携

６

「いのち輝く未来社会のデザイン」ページ
での各団体の取り組みが投稿可能

本万博でのマイクロ出展またはバーチャル出展（将来的に検討）

関連イベントの後援、連携 等（連携は検討中）


